
「2020年度の主な成果について」 

 

 「創立２０周年の記念の年」という事で、様々な記念事業だけでなく、懸案事項につ

いてもできるだけ解決するという方針で事業を行いました。 

 理事長としては「期待以上にいろいろ成果を得られた」と思っています。 

この成果と、事業にあたって学んだ事が次の２０年に活かされる事を期待しています。 

 

１、創立 20周年記念関係 

 １、記念パネル展示 

   福山市役所、東部支所、西部支所、神辺支所、駅家支所、沼隈支所、ローズコム 

   において開催。 

   枝広市長はじめ多数の参観有り。別に以下の成果も得られた。 

   ＊ 会場において寄付金や差し入れを複数いただいた。 

   ＊ 植樹の申し込みを複数いただいた。 

   ＊ 月例会への参加のきっかけとなった。 

 

 ２、記念ＤＶＤ（映像資料）作成 

   ダイジェスト版と完全版（5枚組）を製作。 

 

 ３、沼隈半島ドライブマップ改訂版作成（作業中） 

 

 ４、沿線各所名称看板設置 

   沿線の各駐車場に名称看板を設置した。 

 

 ５、後山園地、ポニョの東屋下遊歩道整備とベンチセットの設置。 

   バラスを入れて整地し、ベンチとテーブル５セットを設置。（お花見で大好評） 

 

 ６、桜の広場（旧メルシー前）整備。（ベンチも設置） 

   入口傾斜の修整及びバラスを入れて整地し、ベンチを２脚設置。 

 

 ７、管理基地整備（併せて倉庫等の整理を実施） 

   倉庫内の整理、不要物の撤去。ごみ置き場の移設や旧カブトムシ小屋他の撤去、 

   不整地にバラスを入れて整地。出入口他水路整備。 

 

 ８、市民の森、伐採木集積所整備。 

   屋根を付け、伐採木を自由に利用できるように整理。（利用者に好評） 

 

 ９、熊が峰山頂へベンチ１脚を設置。 

 

２、非課税事業部門関係の収支改善 

  高額寄付金（あいおいニッセイ同和損保、（株）サンモルト、理事長等） 

  収支の健全化（月例会の食糧費の節減他） 

 

３、課税事業部門関係の体制見直し収支改善 

  １、雇用体系の見直し。（就業規則等の見直しを含む） 

  ２、収益体制の見直し。（原価意識とそれに基づくコスト管理）   


